













































































































































知的能力の高さ（1） 0 0 0 0 0 0
性格や良い人柄（C） 　1i0．8） 　4i3．2） 　5i2．1） 　11i7．4） 　9i6．6） 　20i7．0）
表3　小学生による「偉いね」体験の分類と有意差検定 （頻度，％）
5　年生 6　年　生 有意差の検定因　子　構　造 男①子 女②子 全③体 男④子 女⑤子 全⑥体 ①×② ④×⑤ ①×④ ②×⑤ ③×⑥
達成行動の強さ（B） 1！．7 12．0 11．8 ！4．8 16．9 ！5．8 η．s． η．s． η．s． η．s． π．s．
知名度と高業績（A） 16．7 4．8 ！0．6 8．0 4．4 6．3 ＊＊ ％．s． ? 多Z．S． η．s．
社会活動の貢献（S） 70．8 80．0 75．5 69．8 72．1 70．97z．　s． η．s． η．s． η．s． η．s．
知的能力の高さ（1） 0 0 0 0 0 0 ｝ 『 一 一 一



































































































1　年　生 2　年　生 3　年生因　子　構　造 男①子 女②子 全③体 男④子 女⑤子 全⑥体 男⑦子 女⑧子 全⑨体
達成行動の強さ（B） 22．2 27．7 24．9 24．8 32．！ 28．3 19．3 32．4 25．7
知名度と高業績（A） 2．8 4．0 3．3 4．1 0．9 2．6 5．3 0．9 3．1
社会活動の貢献（S） 69．4 65．3 67．5 62．8 62．5 62．7 64．9 63．0 64．0
知的能力の高さ（D 0 0 0 0 0 0 0 0 0
性格や良い人柄（C） 5．6 3．0 4．3 8．3 4．5 6．4 10．5 3．7 7．2
①×② ④×⑤ ⑦×⑧ ①×④ ①x⑦ ②×⑤ ②×⑧ ①×⑤ ④×⑦ ⑤×⑧ ③×⑥ ③×⑨ ⑥x⑨ ①×⑧ ②×④ ②×⑦
B η．s． η．s。 ? η，∫． η．s． η．∫． η．s． η，s． η．s． η．s， ％．s． η．s． η．s． η．s， ”，s， ％．s．
Aη，s． η．s． η．∫。 η。∫． π．s． η．s． η．s， η．8． η．s． η．s， η．s． ％．s． η．s． π．s． π，s， ％．s．
S π，∫． η．s． η．s． η．s． η．s． η．s． ％．s。 η．s． η．s． η．s． η．∫． η．s． η．s． η．s． η，s， η．s．
1 π．s． η．s． η．s． η．∫． π．s， η．s． η．s． η，∫． η．s． η．s。 η。∫． η，s． η．s． π．s。 η，s． η，s．















































































！　年生 2　年　生 3　年　生感情の表出 男　子 女　子 全　体 男　子 女　子 全体 男　子 女　子 全　体
喜び
iうれしい，よい気分，など）
80
i74．1）
72
i71．2）
152
i72．8）
80
i66．1）
83
i742）
163
i70．0）
82
i7L9）
68
i62．9）
150
i67．5）
疑問・否定
i当た揃だ，偉いと思わない，など）
！2
i11．1）
14
i13．9）
26
i12．4）
23
i19．0）
14
i12．4）
37
i15．9）
12
i10．5）
25
i23．2）
37
i16．7）
冷静
iよいことをしたんだ，など）
1！
i10．2）
12
i11．9）
23
i11．0）
15
i12．4）
10
i8．9）
25
i10．7）
18
i15．8）
14
i！3．0）
32
i14．4）
進取
iまたしよう，もつ願張ろう，など）
　5
i4．6）
　3
i3．0）
　8
i3．8）
　3
i2．5）
　5
i4．5）
　8
i3．4）
　2
i1．8）
　1
i0．9）
　3
iL4）
（1）中学生の各学年，男女別を問わず，圧倒的に「喜び」の感情が表出される。これは小学生
　の場合と同様である。「喜び」は“うれしい，うれしかった”という表現（1年生全体5L7
28
　％，2年生全体48．5％，3年生全体50。0％）の方が，“いい気分，よかった”という表現よ
　りも出現率が高い。また，素直に“うれしい，うれしかった”という回答は各学年ともに，
　男子よりも女子に多い。性差の現れかもしれない。
（2）しかし，全体的に「喜び」の表現は小学生よりも中学生にその出現率が低く，小学校5年
　生〉小学校6年生〉中学校1年生〉中学校2年生〉中学校3年生のように減少していくのが
　特微である。素直な喜びと，進取的な気持ちを高める傾向は，思春期が進むにつれて下降す
　るのであろうか。この点は今後の検討課題である。
（3）中学生は，ほめられた事実に疑問をもったり，反対に“うれしくない”と反発する傾向も
　高い。反抗期的な心理とも受けとめられるが，“当たり前のことをしたまでである”と思っ
　ている行動に対して，周囲の特に親がことさら大げさに強調して自分をほめる意味を，一種
　の批判をもって冷静に判断しようとする点は，思春期の心理として理解できる。
IVe要
?
　以上の諸結果から，小学生と中学生を対象にした「偉いね」体験・評価の具体像は，おおむね
次のように要約されるであろう。
　（1）小学校5年生，6年生による「偉いね」体験は，『人格の偉大性』に関する「BASIC」
　　仮説のなかで，「社会活動の貢献（S）」に相当する内容が多い。同様に，中学校1年生，2
　　年生，3年生による「偉いね」体験も「社会活動の貢献（S）」に相当する内容が顕著に高
　　率である。
　（2）　「社会活動の貢献（S）」は，他者との関係のうえに成立するため，その行動は他者に満
　　足が得られること（特に親が喜ぶこと）が前提であり，それが評価の対象となる。この傾向
　　は小学生も中学生も同様であるが，小学生と比較して中学生に低いことが特徴的である。
　（3）　「知名度と高業績（A）」は，特に業績（テスト，成績賞など）が認められた場合に評
　　価され，その維持向上のために「達成行動の強さ（B）」が求められる。即ち，‘‘努力”“一
　　生懸命”“自主的な勉強”などである。これらは，小学生，中学生ともに共通である。
　（4）　「知的能力の高さ（1）」は，単なる知的個人差が他者に評価されないこと，努力に比べ
　　て素質的な現状は評価されにくいことを物語っている。
　（5）　「偉いね」体験・評価によって表出される感情は，“うれしい”に代表される「喜び」が
　　最も多いが，小学生から中学生へと学年が進むに従い，評価を「冷静」に受けとめながら，
　　「疑問・否定」を表出する傾向が高まる。
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